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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This profile of Vp/Vs is the depth sectional view beneath the Tokyo Bay. Since new plate boundary was 10km shallower than previous boundary, new fault plane becomes 10km shallower, consequently. Then, we have calculated the ground motion by the new fault model in order to compare the distribution of intensity to the one the cabinet office estimated before.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伊豆衝突帯のテクトニクスを理解することが、小田原地震の発生メカニズムの解明にもつながると考えられる。
温地研は課題a2のなかで、伊豆衝突帯北東縁部に稠密に展開したＧＰＳを用いて歪の蓄積過程の推定を行っている。成果の一部を示す。

こちらの図は、この範囲のベクトルの各成分を東西の断面に投影した変位速度プロファイルです。火山活動や地震等のない期間のデータのみを使用して、定常的な変位ベクトルを推定しました。
GEONET函南観測点を横軸の距離0としています。
上が北向きの変位速度成分、下が東向きの変位速度成分になります。
距離0～20kmぐらいの、この間で、北向き変位速度が大きく変化しているのが分かるかと思います。
上の地図上では、この赤で着色した範囲になります。
東の観測点ほど北向きの変位速度が大きいということは、この区間で南北方向に剪断する変形が生じていることを示しています。

この図から、伊豆半島東部にせん断歪の集中する領域があり、この歪の集中帯はフィリピン海プレートの衝突と沈み込みのギャップに起因し生じている可能性が考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GNSSのデータを説明するためのモデル図。北伊豆断層から東側の領域に、せん断変形する領域があります。
北伊豆断層の東側のブロックは、プレート境界から沈み込み、西側では丹沢山地と衝突していると考えられます。
この結果は、以前に報告した丹沢山地の地震のメカニズム解の分布とも調和的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地震のメカニズムの解析によれば、丹沢地域は東西二つのブロックに分離できます。
東側は西側に比較して、関東地震に近いメカニズム解をもつ地震が多く発生します。このことは、GNSSから推定される定常的なプレート運動と調和的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、丹沢の東側の領域での地震活動と東伊豆の地震活動には、相関があるようにも見えます。
これは、東伊豆から丹沢山地までがひとつのブロックとして動いている傍証になる？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後の結論が正しければ、関東地震タイプのプレート境界地震の西端は北伊豆断層付近となるか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
防災科研の業務計画
「①既存地震観測データとの統合自然地震波形データベース構築及び保管」は順調に継続している。
スライド数の関係で今回は割愛する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
房総半島沖  変換面形状（暫定結果）
MeSO-netで房総半島の地震で、PとSの間に上下動成分に富んだ位相が見られる。
走時解析から、既往研究で推定された房総半島下のフィリピン海プレート最上部の構造(火山性砕屑物層(VCR)層下面)に対応することが分かり、さらにMeSO-netの観測点密度を活かして面的な変換面構造を推定した。
その後データが蓄積したことにより、推定精度が向上した。
変換面は房総半島の中央部にむかって深くなる傾向が見られる。
この場所は、トモグラフィーで低速度領域(緑色の領域)が深くなるところと対応が見られる。
この位置は、平田他(2012)のフィリピン海プレート上面形状モデル、およびSato et al. (2005) の房総半島測線でフィリピン海プレート上面が深くなる場所ともほぼ対応する。
トモグラフィー解析ではグリッド間隔10㎞程度で広範囲の構造を解明するのに対して、後続位相の解析により構造の境界を詳細に決定するこが出来、両者をあわせることで、地震活動と構造の関係に新たな知見が得られる可能性がある。
変換面形状を表すパラメータを変えながらグリッドサーチで最適解を探索しているが、まだ探索が粗いため、モデルパラメータの間隔を細かくしていく予定。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関東地方北部：茨城県南部から埼玉県の構造を解析：
フィリピン海プレートの北部の構造を解析する。
埼玉県北部のフィリピン海プレート内の地震(2015/5/25, Mw5.2, 最大震度5弱)を記録したMeSO-netのデータで、P波とS波の間に上下動成分に富む位相が確認できる。
予察的な理論走時計算によると、太平洋プレート上面での反射波・反射変換波では遅すぎる。
フィリピン海プレート上面あるいはさらに上方でのSP変換波の可能性が高い。
今後、データを追加し三次元構造を取り込みつつ変換面の検討を行う。
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